
博士
は か せ

たちとヘロデ王
おう

 
  マタイ ２：１－２３ 

遠
とお

い外国
がいこく

からイエスさまを礼拝
れいはい

しに来
き

た博
はか

士
せ

たちと、 

イエスさまを殺
ころ

そうとしたヘロデ王
おう

のお話だよ。 

 

（   月   日 ） 

□ マタイ ２：１～６ ユダヤ人の王
おう

 

ヘロデ王
おう

が、「恐
おそ

れ惑
まど

った」（３節）のはなぜだと思いますか？ 

（   ） 王
おう

の王
おう

であるイエスさまが 現
あらわ

れたら、自分
じ ぶ ん

は王座
お う ざ

から引
ひ

きずり降
お

ろされ 

ると思ったから 

（   ） まだ宿 題
しゅくだい

が終
お

わっていないのに思
おも

ったより早
はや

く博士
は か せ

たちが来
き

たから。 

（   ） 自分
じ ぶ ん

が一番
いちばん

にイエスさまを礼拝
れいはい

したいと思っていたのに、博士
は か せ

たちに 

先
さき

を越
こ

されそうになったから 

 

   イエスさま、あなたはわたしの心の王さまです。あなたに従います。 

 

 

（   月   日 ） 

□ マタイ ２：７～１０ イエスさまを探
さが

す 

博士
は か せ

たちを、イエスさまのところに 導
みちび

いたのは何のチカラですか？ 

 

星
ほし

占
うらな

い   カーナビ   星
ほし

を動
うご

かすことができる神さま    宝
たから

の地図
ち ず

    

    

ヘロデは、イエスさまの誕 生
たんじょう

を祝
いわ

うふりをしています。しかしウラでは、博士
は か せ

たちをだまし、イエスさま

のいる場所
ば し ょ

を探
さが

し当
あ

てようとしていました。イエスさまを見つけて殺
ころ

そうとしていたのです。 

 

（   月   日 ） 

□ マタイ ２：１１～１２ ひれ伏
ふ

して拝
おが

んだ 

博士
は か せ

たちは、イエスさまのところに着
つ

いたとき、何
なに

をしましたか？ 

 

すぐヘロデに電話
で ん わ

した 写
しゃ

真
しん

を撮
と

って SNS に投
とう

稿
こう

した 礼拝
れいはい

した オムツをかえてあげた 
 

黄 金
おうごん

・ 乳
にゅう

香
こう

・没
もつ

薬
やく

はたいへん高価
こうか

なものです。博士たちは自分たちにできる精 一 杯
せいいっぱい

の礼拝をささげたのです。 
 

いつも最高
さいこう

の礼拝
れいはい

をささげることができますように 

 



何でもカ・キ・コ！ディボーションをして思ったこと・決心したこと、学校やお家であ

った楽しかったこと・悲しかったこと・・・など何でもカキコもう！先生にも見せて、ひとこ

と書いてもらおう！ 

 

 

 

 

 

（   月   日 ） 

□ マタイ ２：１３～１５ イエスさまを殺
ころ

す計画
けいかく

 

不思議
ふ し ぎ

な方法
ほうほう

で、イエスさまの 命
いのち

を守
まも

ったのはだれですか？ 

 

ヨセフ  御使
み つ か

い  神さま  おまわりさん  博士
は か せ

たち 

 

      イエスさま、いつもわたしを不思議
ふ し ぎ

なチカラで守ってくださって、 

感謝
かんしゃ

します。今日も一日
いちにち

、みんなを守ってください。 

 

 

（   月   日 ） 

□ マタイ ２：１６～１８  残虐
ざんぎゃく

なヘロデ 

ヘロデはたくさんの子どもを殺
ころ

すという、大
おお

きな罪
つみ

を犯
おか

してしまいます。その大きな罪

のモトは、「 心
こころ

の中
なか

の罪
つみ

」でした。それはどんな思いだったでしょうか？正しいと思う

ものに○をしてね（いくつでも）。 

（    ） 自分
じ ぶ ん

よりも偉
えら

いイエスさまを、ねたむ思い 

（    ） 自分が王
おう

さまであり続
つづ

けたいという貪欲
どんよく

な思い 

（    ） イエスさまには 従
したが

いたくないという傲慢
ごうまん

な思い 

 

    心
こころ

の中
なか

の小さな罪
つみ

が、やがて大きな罪になります。イエスさま、わたしの心の

中の悪
わる

い思
おも

いを赦
ゆる

し、きれいな心にしてください。 

 

 

（   月   日 ） 

□ マタイ ２：１９～２３ ヘロデの死
し

 

  イエスさまは、何という町
まち

に行って住
す

みましたか？（２３節） 

 

 

 

 

      神さま、今年も 1年間
ねんかん

わたしを守ってくださって、感謝
かんしゃ

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


